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今年 も 変 わ ら ぬ 新茶 の季節 で す 。 
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新芽が出てきました（４月１２日） 
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マスク着用、距離をとった授業 

植え付け作業風景 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

    

 

③ 農薬の使用を半分におさえた、減農薬（特別栽培茶）の安心安全なお茶です。 

市川大楽園製茶のお茶は特別栽培でつくられています。 

特別栽培茶とは節減対象農薬の使用回数が５０％以下 

化学肥料の窒素成分量が５０％以下でつくられたお茶です。 

農薬の使用を半分に減らした、減農薬の安心安全なお茶なのです。 

農薬を減らすことは虫や病気の被害を受けるリスクが高まりますが 

より安全なお茶を飲んでいただきたいという思いから取り組みを続けています。 

① 店主の市川泰三が茶畑の栽培から製造販売まで一貫してお茶づくりをしています。 

約５ha（東京ドーム一個分）の広々とした茶畑から出来の良いお茶を選びます。 

一年間見てきた茶畑ですから、もうけよりも自分が納得のいく良いお茶を 

材料にするよう心がけています。物心ついた頃からお茶の香りの中で育った 

勘ではありますが、独りよがりになってはいけません。自らお客様の前に立って 

試飲販売を行いお客様の生の声を聞いてお茶づくりに生かしています。 

④完熟した堆肥を毎年たっぷりおいて土づくりには特に力を入れています。 

地元の辺法寺町内にある畜産農家から出た完熟たい肥を 

茶畑に置いています。完熟のため、悪臭もなく「かつおだし」のような 

うま味の効いた甘い香りがするたい肥です。それを袋ごとたっぷりと置きます。 

栄養たっぷりで土が柔らかくなるので茶畑の間を起こすと 

ミミズがいっぱい出てきます。 

こうした土づくりが独特の深いうま味を創り出しています。 

 

② 5 日～7日間程度のかぶせを行い、緑濃くしてうまみを引き出す。 

若い芽の香りの良い部分を両立させて通常二週間かぶせるところ 

あえて短い期間のかぶせにすることで 

バランスのとれた味に仕上げます。かぶせは手間のかかる作業ですが 

お茶の色が濃緑になり、うま味が増すので、早い時期のお茶にその方法を 

取り入れています。今では３ha の面積にかぶせをしています。 

 

 日本全国でも珍しい小売専門のお茶農家 

として 10 年以上やってきました。 

茶畑での栽培から手掛けなければできない

お茶づくりを続けています。 

独自の豊富なアイデアの積み重ねで 

よりおいしいお茶を目標に頑張っています。 

市川泰三
いちかわたいぞう

 
市川大楽園製茶代表。手もみ茶師範、日

本茶インストラクター、紅茶アドバイ

ザーなどのお茶に関する資格を多数取

得。第三十回伊勢茶品評会にて農林水

産大臣賞・三重県知事賞受賞 

 
亀山のおっ茶ん 

 

 

 

 

 

袋ごとたっぷり置いています 

生態系にも優しいお茶づくり 

数人がかりの作業です 

製茶作業中の店主 

市川大楽園製茶のお茶づくり    
 


